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研究シーズの概要  

ソーシャルメディアや検索行動に現れる人々の関心の変化を時系列データとして捉え，周波数解析により社会的関心や

市場変動の予兆を検知する技術です。検索数の急増そのものではなく，その前段階に現れる低周波成分の増大に着

目し，リスクや異常変動の早期把握を目指します。 

研究シーズの詳細  

研究の狙い 

検索行動や SNS 投稿量は，社会的関心や市場心

理の変化を反映します。本研究では，オンライン上のユー

ザー活動をオンラインユーザーダイナミクス（OUD）として

捉え，Google Trends 等の時系列データから予兆的な

特徴を抽出します。 

技術の特徴 

◆ 検索数の一時的な急増ではなく，持続的な関心の

高まりを表す低周波成分に着目します。 

◆ FFT 解析により低周波成分を抽出し，株価・ニュー

ス・イベントにおける予兆検知との時間的関係を分析しま

す。 

◆自動車メーカー5 社を対象に，企業関連キーワードの

検索関心と株価変動の関係を評価しました。 

◆トヨタの分析では，認証不正報道，市場急落，自動

車関税関連報道の前後で，低周波成分の持続的な上

昇が確認されました。 

結果の見方 

本技術は株価を直接予測するものではなく，社会的

関心の過熱や企業リスクの高まりを早期に把握するための

基礎技術です。応用範囲は広いと考えています。 

応用例・セールスポイント  

◆ 市場変動・投資リスクの早期把握：企業名，製品名，政策関連語などの検索関心を分析し，市場参加者の関

心や警戒感の変化を捉えます。 

◆ 企業のレピュテーションリスク検知：不祥事，製品トラブル，報道への関心の高まりを早期に把握し，危機管理に

活用できます。 

◆ 政策・国際情勢・サプライチェーン影響のモニタリング：自動車，半導体，エネルギー，金融などへの展開が可能で

す 
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